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山口県教育委員会   

 

 

 ■ 策定の背景  

○ Ｈ２１．４ 学校保健法の改正 → 学校保健安全法 

＜国の責務＞学校安全に関する計画の策定 

      各学校における安全に係る取組を総合的かつ効果的に推進 

 

 

 

○ 学校保健安全法は、地方公共団体にも同様な計画の策定を努力義務として規定 

 

 

 

 

 ■ 策定の趣旨  

 

 

 

 ■ 計画の位置付け 

 

 

 

 【 参考 】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「各学校における安全に係る取組を総合的かつ効果的に推進する」ことを目的に、過去の

学校安全の取組における成果と課題を踏まえて、本県における学校安全の更なる充実に資す

るため、平成26年度からおおむね４年先までを見通して、本県における学校安全の推進

について、その基本的な方向性と具体的方策を示す。 

学校保健安全法（抄） 

（国及び地方公共団体の責務）  

第３条  国及び地方公共団体は、相互に連携を図り、各学校において保健及び安全に係

る取組が確実かつ効果的に実施されるようにするため、学校における保健及び安全に関

する最新の知見及び事例を踏まえつつ、財政上の措置その他の必要な施策を講ずるもの

とする。  

２  国は、各学校における安全に係る取組を総合的かつ効果的に推進するため、学校安

全の推進に関する計画の策定その他所要の措置を講ずるものとする。  

３  地方公共団体は、国が講ずる前項の措置に準じた措置を講ずるように努めなければ

ならない。  

国は、平成２４年４月、「学校安全の推進に関する計画」を策定 

 ○ 「学校保健安全法」に基づき学校安全の推進に関する計画を策定 

 ○ 国の「学校安全の推進に関する計画」を参酌 

 ○ 「山口県教育振興基本計画」を踏まえた学校安全分野の推進計画 

「 山 口 県 学 校 安 全 推 進 計 画 」 

山口県における「学校安全の推進に関する計画」に準じた計画の策定 

Ⅰ「山口県学校安全推進計画」の策定について 

「 山 口 県 学 校 安 全 推 進 計 画 」 ＜ 概 要 版 ＞ 
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●子どもたちの安全や命に関わる事件・事故・災害は、変わらず発生している。 

●学校、家庭、地域等の連携による学校安全の取組の更なる充実が求められている。 

○学校における安全管理体制の強化 

○子どもたちの危険予測・回避能力の育成 

○地域ぐるみで子どもたちの安全を守る体制の整備 

 

 

 

 

 第１章 学校安全の現状と課題、方向性  

１ 本県における学校安全の現状と課題 

■ これまでの取組  

 

 

 

 

 

■ 課題  

 

 

 

 

 

２ 本県における学校安全の方向性 

■ 学校・家庭・地域等が学校安全の目標を共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 学校安全推進の取組方針 

１ 自他の命を守る「交通安全」の推進 

２ 防災対応能力の向上を図る「災害安全（防災）」の推進 

３ 安全意識・能力を育む「防犯を含む生活安全」の推進 

４ 教職員の安全意識の向上と学校の危機対応力の強化 

５ 保護者・地域・関係機関と連携した学校安全の取組強化 

６ 総合的な安全教育・安全管理の取組を推進する組織活動の充実 

 

 

 

Ⅱ「山口県学校安全推進計画」の概要 

○これらの目標を、学校・家庭・地域等、幼児児童生徒（以下「児童等」）の育成にか

かわる全ての関係者が共通の認識として共有する。 

◇事件・事故・災害による被害を未然に防ぎ、子どもたちのかけがえのない命を守ること 

◇子どもたちが自らの命を自ら守るために主体的に行動できる力を育成すること 

◇自分の安全を確保した上で周囲の人や社会の安全に貢献できる力を育成すること 

学校安全の目標 
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３ 「山口県学校安全推進計画」の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 計画の体系 

【学校安全推進の基本方針】（第1章） 
 

 

 安全教育の充実（第2章-1） 

・安全教育充実のための視点  ・教育方法の改善 
・安全教育に係る時間の確保  ・幼児児童生徒の状況に応じた安全教育 

 
 
 安全教育の充実（第2章-1）【再掲】 

（及び）・避難訓練の在り方の工夫・改善 
 

 

 安全教育の充実（第2章-1）【再掲】 

（及び）・避難訓練の在り方の工夫・改善  ・情報社会への対応 

 

 
 学校の施設及び設備の整備充実（第2章-2） 

・学校施設の安全性確保のための整備充実 
・学校における非常時の安全に関わる設備等の整備充実 
・学校における避難所機能の充実  

 学校における安全に関する組織的取組の充実（第2章-3） 
・学校安全計画の策定と内容の充実   ・学校における人的体制の整備 
・学校における安全点検の充実     ・学校安全に関する教職員の研修等の推進 
・事件・事故・災害発生時の対応の強化 ・事件・事故・災害発生時における心のケア 
・保健衛生面における危機管理の充実 

 
 

 家庭、地域との連携体制の充実（第2章-4） 

・家庭との連携推進  ・地域との連携推進 

 
 

 学校における安全に関する組織的取組の充実（第2章-3）【再掲】 

 計画の推進に必要な事項（第3章） 
・本県における推進体制の整備 ・市町における推進体制の整備 

【本県の教育目標】 

 

◆ 防災対応能力の向上を図る「災害安全（防災）」の推進 

◆ 総合的な安全教育・安全管理の取組を推進する組織活動の充実 

◆ 自他の命を守る「交通安全」の推進 

◆ 安全意識・能力を育む「防犯を含む生活安全」の推進 

◆ 教職員の安全意識の向上と学校の危機対応力の強化 

◆ 保護者・地域・関係機関と連携した学校安全の取組強化 

【学校安全の目標】（第1章） 
 ○ 事件・事故・災害による被害を未然に防ぎ、子どもたちのかけがえのない命を守 
  ること 
 ○ 子どもたちが自らの命を自ら守るために主体的に行動できる力を育成すること 
 ○ 自分の安全を確保した上で、周囲の人や社会の安全に貢献できる力を育成すること 
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■
 計
画
推
進
の
イ
メ
ー
ジ

 

●
計
画
の
公
開
（
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
）

●
市
町
教
育
委
員
会
と
の
連
携

●
教
職
員
が
取
組
の
方
向
性
を
共
有

●
学
校
安
全
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用

●
取
組
状
況
の
評
価
と
計
画
の
見
直
し

●
学
校
の
実
態
に
即
し
た
教
材
に
よ
る
危
険
予
測
学
習

（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
の
積
極
的
な
実
施

●
自
分
た
ち
の
様
子
を
見
つ
め
直
す
自
己
理
解
・
自
己

評
価
型
の
交
通
安
全
教
育
の
推
進

●
サ
イ
ク
ル
・
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
活
動
等
、
児
童
生

徒
が
主
体
と
な
っ
た
啓
発
活
動
の
実
施

●
安
全
教
育
に
係
る
時
間
確
保

●
幼
児
児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
交
通
安
全
教
育

学
校
安
全
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立

●
「
学
校
安
全
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
用
等
に
よ
り
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
適
切
な
評
価
に
よ

る
学
校
安
全
の
取
組
の
質
的
向
上

●
学
校
安
全
の
目
標
の
保
護
者
・
地
域
・
関
係
機
関

と
の
共
有
及
び
、
取
組
の
評
価
・
改
善
へ
の
参
画

の
推
進

子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
取
組
の
重
視

●
主
体
的
に
判
断
し
行
動
す
る
力
、
自
他
の
安
全
に
貢
献
す
る
態
度

を
育
成
す
る
、
児
童
会
・
生
徒
会
活
動
等
、
児
童
生
徒
の
主
体
的

な
活
動
の
支
援

●
児
童
生
徒
が
、
自
ら
を
見
つ
め
、
改
善
に
向
け
て

取
り
組
む
、
自
己
理
解
・
自
己
評
価
型
の
安
全
教

育
の
推
進

保
護
者
・
地
域
・
関
係
機
関
の
学
校
安
全
へ
の
参
画

●
保
護
者
・
地
域
・
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
、
学
校
安
全

３
領
域
・
３
活
動
に
参
画
・
協
力
が
得
ら
れ
る
体
制
を
構
築

●
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
安
全
に
貢
献
で
き
る
力
を
身
に
付
け
る
、

地
域
と
連
携
し
た
安
全
活
動
の
重
視

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
）

や
「
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
」
を
母
体
と
し
た
、
学
校
や

地
域
の
安
全
を
高
め
る
体
制
の
構
築

管
理
職
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

４
教
職
員
の
安
全
意

識
の
向
上
と
学
校
の

危
機
対
応
力
の
強
化

●
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
共
通
理
解
と
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
た
訓
練
の
実
施

●
定
期
・
随
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
と
改
善

●
実
践
的
な
危
機
管
理
研
修
の
実
施

●
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
体
制
づ
く
り

●
熱
中
症
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
保
健
衛
生
に
係

る
危
機
対
応
力
の
強
化

●
学
校
の
設
備
等
の
整
備
充
実
及
び
学
校
の
避
難

所
機
能
の
強
化

迅
速
・
的
確
で
組
織
的
な
危
機
対
応

５
保
護
者
・
地
域
・
関

係
機
関
と
連
携
し
た
学

校
安
全
の
取
組
強
化

●
学
校
安
全
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
、
保
護
者
へ

の
積
極
的
な
情
報
提
供
と
啓
発
活
動

●
学
校
安
全
に
係
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化

●
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化

●
警
察
、
消
防
、
市
町
防
災
部
局
、
大
学
等
の
専

門
機
関
と
の
積
極
的
な
連
携

●
地
域
に
根
ざ
し
た
安
全
教
育
の
推
進

●
「
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
」
等
に
よ
る
地
域
で
子
ど

も
の
安
全
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

保
護
者
・
地
域
・
関
係
機
関
と
の
協
働
体
制

主
体
的
な
交
通
安
全
活
動

２
防
災
対
応
能
力
の
向
上

を
図
る
「
災
害
安
全
（
防

災
）
」
の
推
進

●
学
校
の
実
態
に
即
し
た
教
材
に
よ
る
危
険
予

測
学
習
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
の
積
極
的
な
実
施

●
専
門
家
等
と
連
携
し
た
防
災
授
業
の
実
施

●
実
践
的
な
避
難
訓
練
、
防
災
キ
ャ
ン
プ
等
の

体
験
的
な
学
習
の
実
施

●
国
・
県
作
成
資
料
や
災
害
教
訓
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
活
用

●
安
全
教
育
に
係
る
時
間
確
保

●
幼
児
児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
防
災
教
育

体
験
的
な
防
災
学
習

家
庭
や
地
域
の
力
を
生
か
す
組
織
活
動

６
総
合
的
な
安
全
教

育
・
安
全
管
理
の
取

組
を
推
進
す
る
組
織

活
動
の
充
実

「
山
口
県
学
校
安
全
推
進
計
画
」
に
基
づ
く

学
校
安
全
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
取
組
の
推
進

「
山

口
県

学
校

安
全

推
進

計
画

」
１

自
他
の
命
を
守
る
「
交
通

安
全
」
の
推
進

３
安
全
意
識
・
能
力
を

育
む
「
防
犯
を
含
む
生

活
安
全
」
の
推
進

地
域
と
連
携
し
た
安
全
活
動

●
学
校
の
実
態
に
即
し
た
教
材
に
よ
る
危
険
予
測
学

習
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
の
積
極
的
な
実
施

●
児
童
会
・
生
徒
会
活
動
等
、
児
童
生
徒
が
主
体
と

な
っ
た
啓
発
活
動
の
活
性
化

●
保
護
者
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
等
と
連
携
し
た
通
学

路
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り

●
防
犯
避
難
訓
練
、
防
犯
教
室
の
確
実
な
実
施

●
保
護
者
・
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
モ
ラ

ル
教
育
の
充
実

●
安
全
教
育
に
係
る
時
間
確
保

●
幼
児
児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
防
犯
を
含
む
生

活
安
全
教
育

●
教
職
員
の
共
通
理
解
の
下
、
保
護
者
等
の
評
価

を
活
用
し
た
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
学
校
安

全
計
画
の
策
定

●
「
学
校
安
全
担
当
者
」
を
中
心
と
し
た
全
教
職

員
の
協
力
体
制
の
確
立

●
外
部
人
材
と
の
連
携
に
よ
る
人
的
体
制
の
充
実

●
保
護
者
・
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
に
よ
る

安
全
点
検
等
の
組
織
活
動
の
充
実

●
学
校
安
全
３
領
域
に
つ
い
て
、
実
践
的
な
校
内

研
修
の
実
施

県
内
各
学
校
の
学
校
安
全
の
質
的
向
上

「
学
校
安
全
の
目
標
」
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
共
有

学
校
安
全
推
進
の
「
基
本
方
針
」
を
踏
ま
え
た
取
組

【
学

校
安

全
の

目
標

】
○

事
件
・
事
故
・
災
害
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守

る
こ
と

○
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
命
を
自
ら
守
る
た
め
に
主
体
的
に
行
動
で
き
る
力
を
育
成
す
る
こ
と

○
自
分
の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
周
囲
の
人
や
社
会
の
安
全
に
貢
献
で
き
る
力
を
育
成
す
る
こ
と

ひ
ら

学
校
安
全
３
活
動

安
全
教
育

安
全
管
理

組
織
活
動

学
校
安
全
３
領
域

防
犯
を
含
む
生
活
安
全

交
通
安
全

災
害
安
全
（
防
災
）

総 合 的

効 果 的



- 5 - 

 第２章 学校安全の推進に向けて  

 

１ 安全教育の充実 

■ 安全教育充実のための視点 

○各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動など、学校の教育活動全体で総合的に

安全教育を推進する。 

○本県の教育目標を踏まえながら、他と協働して、自他及び郷土・社会の安全に貢献す

ることができる自立した存在へと児童等を育成していく。 

■ 教育方法の改善 

○児童等の心身の成長の過程に即した体験的な学習を推進する。 

○国及び県作成教材の更なる活用を図る。 

○災害教訓やＩＣＴ機器の活用を図る。 

○専門家との連携により体験的な学習の効果を高める。 

○子どもたちの主体性を育てる、自己理解・自己評価型の安全教育などの教育方法を取

り入れる。 

■ 安全教育に係る時間の確保 

○学校安全の総合的かつ効果的な取組に向けて指導の重点化を図るとともに、各時間の

活用を図ることで指導効果を高める。 

■ 避難訓練の在り方の工夫・改善 

○より実践的な避難訓練になるよう、実施方法、指導の在り方を工夫・改善する。 

○学校運営協議会等の取組の中で、保護者や地域の参画を得て、学校や地域の実情に即

した実践的な訓練を実施する。 

■ 幼児児童生徒の状況に応じた安全教育 

○個々の児童等の状態や障害の状況に十分留意する。 

○校種ごとの特徴等を理解し、心身の成長の過程に即した安全教育を実施する。 

■ 情報社会への対応 

○家庭・関係機関と連携を図りながら、情報モラル教育の充実を図る。 

○インターネット等の適切な利用に関する啓発活動について、学校、保護者、市町教育

委員会、企業、地域と一体となって取組を推進する。 

 

２ 学校の施設及び設備の整備充実 

■ 学校施設の安全性確保のための整備充実 

○学校施設の耐震化・耐震対策を推進する。 

○学校施設に対する津波対策の検討を行う。 

■ 学校における非常時の安全に関わる設備等の整備充実 

○侵入者等からの安全確保に向けた設備等の整備を行う。 

○飲料水・食料・毛布等、災害時に帰宅困難となった児童等が学校に待機するために必

要な備蓄品目の学校施設への備蓄を行う。 

■ 学校における避難所機能の充実 

○地域住民の安全確保に向けた設備等や連絡・連携体制の整備を行う。 
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３ 学校における安全に関する組織的取組の充実 

■ 学校安全計画の策定と内容の充実 

○学校安全計画に基づき、全教職員の共通理解の下で学校安全の取組を推進する。 

○取組状況を点検・評価し活動の改善を図るＰＤＣＡサイクルを確立する。 

○学校安全計画の内容について、各種会議、学校だよりや学校のＷｅｂページ等を活用

して、保護者等の関係者に周知し協力体制を整える。 

○ＩＳＳ（インターナショナルセーフスクール）活動などの、セーフティプロモーショ

ンの概念に基づく取組を参考に、学校安全の取組の充実を図る。 

○学校安全計画の内容充実に向け、特色ある優れた実践事例、事件・事故情報、災害記

録などの活用を図る。 

■ 学校における人的体制の整備 

○核となる教職員を「学校安全担当」として校務分掌で定めるとともに、全教職員が学

校安全に参加する体制を整える。 

○管理職や中核となる教職員の、学校安全に関する資質能力の向上を図る。 

○学校安全の活性化と強化を図るため、外部人材との連携による人的体制の充実を図る。 

■ 学校における安全点検の充実 

○学校安全３領域全ての観点から、客観的・計画的・組織的に点検する。 

 

 

 

 

 

 

 

○安全点検の効果を高める観点から、児童等、保護者、専門家等が参加して点検する機

会を設ける。 

○安全点検の形骸化等を防止するために、実施方法の工夫を行う。 

■ 学校安全に関する教職員の研修等の推進 

○国・県等が作成した資料を活用するなどして、各学校の実態に即した実践的な研修を

実施する。 

○管理職等を対象に、本推進計画の周知を目的とした研修会を開催し、各学校において

本推進計画を基盤にした主体的な取組が実施されるよう支援する。 

■ 事件・事故・災害発生時の対応の強化 ～危機管理マニュアルの改善～ 

○学校や地域の特性を勘案し、起こり得る様々な事態を想定して危機管理マニュアルの

見直し・改善を図る。 

○児童等の安全確保に向けて、学校と保護者との間で、様々な場面を想定した事前の確

認や情報の共有を行う。 

○保護者と連携した緊急時の対応方法を危機管理マニュアルに具体的に示すとともに、

保護者への周知を図る 

○携帯電話等へのメール配信等、緊急時の協力依頼等を保護者へ迅速に伝達する手段の

整備と活用を行う。 

・「交通安全」の観点からの、校地内及び校区や通学路の交通環境の安全性 

・「災害安全（防災）」の観点からの、地震や台風などの自然災害に対する学校の施

設・設備及び校区や通学路環境の安全性 

・「防犯」の観点からの、侵入者に対する学校の施設・設備や人的対応及び校区や通学

路環境の安全性 

 

安全点検の視点 
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■ 事件・事故・災害発生時における心のケア 

○事件等発生後は児童等の健康観察をきめ細かく行い、情報の共有を図るなどして早期

発見に努め、適切な対応と支援を行う。 

○毎日の健康観察、校内組織体制の構築、教職員等の研修、医療機関をはじめとする地

域の関係機関等との連携など、平常時から心のケアの基盤を整える。 

○学校・教育委員会が心のケアにおける役割を明確にするとともに、専門家・専門機関、

保護者との連携・協力のもと心のケアを行う。 

○事件等発生時に心のケアを適切に行うた、管理職のリーダーシップのもと、心のケア

に関する研修を実施する。 

■ 保健衛生面における危機管理の充実 

○感染症・食中毒、食物アレルギー、誤嚥
え ん

・異物混入等給食事故、熱中症などの保健衛

生面における危機に、迅速かつ適切な対応を組織的に行うため、危機管理マニュアル

の整備を行う。 

○保健衛生面における危機について、対応方法など参考となる資料の収集・紹介に努め

るとともに、事故等につながる恐れのあった事例を収集し、未然防止に向けた情報提

供に努める。 

４ 家庭、地域との連携体制の充実 

■ 家庭との連携推進 

○学校安全計画や安全教育の取組等を積極的に保護者に周知し、理解や協力を求めるこ

とで、家庭と連携して安全教育を推進する。 

 

 

 

 

 

○保護者の学校運営などに対する意見を的確に把握し、各学校の学校安全活動に生かす。 

○ＰＴＡとの連携・協力体制を構築し、学校安全に係るＰＴＡ活動の推進を図る。 

■ 地域との連携推進 

○児童等の安全を確保するため、地域のボランティア、専門的な関係機関や団体、民間

事業者（自動車教習所など）等と積極的に連携する。 

○学校安全活動に関連する人的資源、教材、学習の場などを、家庭や地域に積極的に求

め、活動の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

○学校関係者や保護者、地域住民等の連携により教育を支援するコミュニティ・スクー

ル（学校鵜運営協議会）や「地域協育ネット」の取組の中で課題を共有し、子どもた

ちの安全確保に向けて協働する体制を構築する。 

・地域にある安全に関する施設を教材として活用する。 

・地域の地形・地質・過去の災害・環境等を教材として活用する。 

・地域で安全を守る人々の業務内容について、調べたり、体験したりする学習活動を計

画・実施する。 

・地域で開催される安全に関する行事に参加するなどして、自らの安全を確保する能力

や地域住民等との助け合いの精神を育てる。 

・家庭訪問や保護者懇談会、地域学校安全委員会などの機会を利用する。 

・学校だよりや学年・学級通信等により周知する。 

・学校のＷｅｂページに掲載する。 

保護者への情報提供 
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 第３章 計画の推進に必要な事項  

 

１ 本県における推進体制の整備 

■ 学校安全の質的向上 ～「学校安全推進プログラム」の作成～ 

○学校安全の評価・改善の参考となる、求められる取組の姿を具体的に示した「学校安

全推進プログラム」を作成する。 

○国等の調査を参考にするとともに、県教委で実施している「学校安全に関する取組状

況調査」等により学校の取組状況を的確に把握し、「学校安全推進プログラム」に反

映させる。 

■ 市町教育委員会、関係機関等との連携強化 

○本推進計画について市町教育委員会と共通理解を図り、学校への支援を効果的・継続

的に行う。 

○学校安全に関する関係機関・団体等の参加を得て総合的な協議を行う「山口県学校等

安全連絡協議会」を継続して開催し、市町教育委員会、関係機関等との連携強化を図

る。 

○市町教育委員会、市町防災部局、専門家等との連携強化に資する学校安全関連事業を

積極的に実施する。 

 

２ 市町における推進体制の整備 

■ 市町教育委員会を核とした連携体制づくり 

○学校安全に係る学校の主体的な取組を支援するため、市町教育委員会を核とした、市

町の関係部局等との連携体制づくりを促す。 

■ 地域のボランティアを支える体制づくり 

○市町教育委員会による、スクールガード等、地域の安全ボランティアを支えるための

体制の整備・促進を促す。 

■ 学校運営を支える体制づくり 

○コミュニティ・スクールや「地域協育ネット」の取組は、学校安全の組織活動を活性

化し、学校安全の推進に資するものであるという認識を市町教育委員会と県教委が共

有し、連携して取組を推進する。 

 

 

 資 料 編  

１ 本編の補則解説資料 

２ 学校安全関係機関等連絡先 

３ 学校安全関連資料参照先 

４ 参考文献 


